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ラ抜き 

五段動詞（受身）	
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nom-are-ru 

五段動詞（可能）	
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nom-e-ru	

一段動詞（受身）	
食べられる 

tabe-rare-ru 

一段動詞（可能）	
食べられる 

tabe-rare-ru  



ラ抜き 
• 類推変化 
• ラ抜きは言葉の乱れではなく自然な言語変化	
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ラ抜き 
• 類推変化 
• ラ抜きは言葉の乱れではなく自然な言語変化	
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社会言語学的アプローチ 
観察的立場に立った記述文法（descriptive grammar） 



ラ抜き 
• 可能表現 

• 現在、一段動詞（母音動詞）には「ラ」を入れて、五段動詞
（子音動詞）には「ラ」を入れないのが標準。 
• 五段動詞では、語幹に-e-をつけ「書ける（kak-e-ru）」 
「泳げる（oyog-e-ru）」「読める（yom-e-ru）」となる。 

•  「書かれる（kak-are-ru）」「泳がれる（oyog-are-ru）」 
「読まれる（yom-are-ru）」のように語幹に-are-をつける
形が可能形として用いられることは、歴史的にはともかく、
現在ではほとんどない。 

• 五段動詞では、 受身形と可能形は屈折形を異にする。 



ラ抜き 
• 可能表現 

• 現在、一段動詞（母音動詞）には「ラ」を入れて、五段動詞
（子音動詞）には「ラ」を入れないのが標準。 
• 一段動詞の標準形では、受身形と可能形の屈折形が 
「見られる」「食べられる」のように同形になる。 

• ところが、一段動詞の可能形も五段動詞にならって、語幹
に-re-をつけて作るという傾向が見られる （ラ抜き）。 

• この現象は類推変化のケースである。 
• 将来は、一段動詞も「ラ」を入れないのが標準になって、 

一段動詞と五段動詞の不均衡が統一されるだろう 
（いわゆる「ラ抜き言葉」が標準化する）と予測される。 

社会言語学的アプローチ 
観察的立場に立った記述文法（descriptive grammar） 	



ラ抜き 
• 可能表現 
　朝日新聞　2011年9月15日 

「寒っ」「すごっ」数年で急速に広がる　国語世論調査 
 
5年ごとに定期調査をしているらぬき言葉の使用は、「来れま
す」が前回調査から7.8ポイント増の43.2%、「食べれない」は、
同じく8.6ポイント増の35.2%に伸びた。一方、「考えれない」
は、2.4ポイント増の8.1％。今回新たに調査した「見れた」は
47.2%、「出れる」は44.0％の人が使っていた。 
 



ラ抜き 
• 可能表現 
　産経新聞 2011年9月15日  ら抜き言葉増加中 
「ら抜き」増加、慣用句誤用　数年後には「考えれない」？ 
 
言葉の使用を聞く項目では、「食べられない」と正しく使用してい
るのは全体では60.2%だったが、16~19歳は58.8%が「食べれ
ない」と間違って使用していた。「来られますか」（正）と「来れま
すか」（誤）についても、50代以上は正しく使えている割合が上
回ったが、40代でほぼ同数、30代以下では誤った使用が上回
り、16~19歳では73.8％が間違った使用をしていた。 

社会的要因	

教室で文法を教える際の規範文法
（prescriptive grammar）	



ラ抜き 
• 可能表現 
　産経新聞 2011年9月15日  ら抜き言葉増加中 
「ら抜き」増加、慣用句誤用　数年後には「考えれない」？ 
 
「ら抜き」言葉は、字数の少ない動詞ほど誤用されるケースが
多いとされる。このため「くる」「たべる」の活用では「ら抜き」が
目立ったが、「かんがえる」の活用の「考えられない」では9割が
正しく使用。ただ、17年の調査と比べ「食べれない」と回答した
割合は約10ポイント増加、「来れない」も8ポイント増えており、
文化庁は「今後『考えれない』と誤って使用をする割合も増える
可能性もある」と指摘する。 

言語的要因	



ラ抜き 
• 可能表現 

• 社会的要因 
1.  年齢 

• 若年層が好んで使用するかどうか。 
2.  性 

• 女性のほうが男性より好んで使用するかどうか、もしくはその逆か。 
3.  出身地域 

• 特定の都道府県で革新的可能形が「おかしくない」と感じる人が多
いかどうか、地域差のある表現かどうか。 

4.  社会階層 
•  （収入階層、学歴階層を含めて）使用層に社会階層的偏りが認め

らるかどうか。 
（中尾・日比谷・服部 1997, pp. 111-112） 



ラ抜き 
• 可能表現 

• 言語的要因 
1.  語幹の長さ 

• 語幹が1モーラの動詞（例：見る・着る）に革新的可能形が出
現しやすいのか、それとも2モーラもしくは3モーラ以上の動
詞（例：起きる・混ぜる・育てる）に出現しやすいのか。 

2.  動詞のタイプ（上一段活用動詞か、下一段活用動詞か） 
•  「起きる（oki-ru）」「閉じる」「降りる」のように語幹が“i”で終

わる上一段活用の動詞に革新的可能形が多いのか。 
•  「食べる（tabe-ru）」「耐える」「任せる」「比べる」のように語

幹が“e”で終わる下一段活用の動詞に革新的可能形が多い
のか。 

（中尾・日比谷・服部 1997, pp. 111-112） 

1モーラに起こりやすい 
【モーラ（mora：拍）　韻律上の最小単位】 

上一段に起こりやすい 



ラ抜き 
• 可能表現 

• 言語的要因 
3.  肯定形・否定形 

• たとえば、肯定形の「起きれる」と否定形の「起きれな
い」では、どちらのほうが革新的可能形が多いのか。 

4.  動詞のタイプ 
• 複合動詞（例：「飛び起きる」「飛び降りる」） 
• 使役形（例：「見させる」「食べさせる」） 
• 補助動詞（例：「見ている」「食べている」） 

（中尾・日比谷・服部 1997, pp. 111-112） 

関西方言で考えてみたら？ 
肯定形：見れる 

否定形：見られへん 

肯定形で起こりやすい 

単純形で起こりやすい 



ラ抜き 
• 可能表現 

• 言語的要因 
5.  節のタイプ（主節に革新的可能形が出現しやすいのか、

従属節に革新的可能形出現しやすいのか） 
• 主節に革新的可能形がある場合 

• 「7時に起きれる」 
• 従属節に革新的可能形 

• 「7時に起きれると思う」 
• 「7時に起きれるなら、8時には出発できる」 
• 「7時に起きれるなんてことは、誰だって知ってる」 

（中尾・日比谷・服部 1997, pp. 111-112） 

主節で起こりやすい。 



動詞の活用 
一段動詞・母音動詞	 
Vowel	 Verb・RU-Verb	 
見る	 

五段動詞・子音動詞	 
Consonant	 Verb・U-Verb	 
書く	 

語幹	 mi-	 kak-	 

否定形	 mi-nai	 kak-anai	 

連用形	 mi-mas-u	 kak-imas-u	 

終止形	 mi-ru	 kak-u	 

仮定形	 mi-reba	 kak-eba	 

命令形	 mi-ro	 kak-e	 

意志形（未然形）	 mi-yoo 	 	 kak-oo	 

使役形	 mi-sase-ru	 kak-ase-ru	 

受身形	 mi-rare-ru	 kak-are-ru	 

可能形（肯定）	 mi-rare-ru　保守的可能形	 
mi-re-ru　革新的可能形・
類推変化（ラ抜き）	 

	 
kak-e-ru	 

　　　（否定）	 mi-rare-nai　保守的可能形	 

mi-re-nai	 
革新的可能形・類推変化
（ラ抜き）	 

kak-e-nai	 
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•  一段動詞では、受身形と可能形の屈折形が「見られる」「食べられる」のよう
に同形になる。	



動詞の活用 
一段動詞・母音動詞	 
Vowel	 Verb・RU-Verb	 
見る	 
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•  一段動詞では、受身形と可能形の屈折形が「見られる」「食べられる」のよう
に同形になる。ラ抜きはそれを解消する目的	



どうしてラ抜きへ進んでいるのか 
• ラ抜きのほうが可能の意味を表わしていることがはっ
きりするから 
•  「食べられる」だったら受身なのか、可能なのか、尊敬なの

かが不明瞭 
• 一段動詞では、受身形と可能形の屈折形が「見られる」 
「食べられる」のように同形。 

• 一段動詞では、尊敬と可能形でも屈折形が「見られる」 
「食べられる」のように同形。 

• 「ラ抜き」なら受身形（食べられる）と可能形（食べれる）の区別
が明確。  •  「映画を見られますか？」だと尊敬か可能かすぐに

わからないが、「見れますか？」ならすぐわかる。 
•  「肉を食べられますか？」だと尊敬か可能かすぐに

わからないが、「食べれますか？」ならすぐわかる。 

言語的過重負担を軽減するための区別	


